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三菱商事株式会社 

マツダ株式会社 

 

三菱商事とマツダがエネルギー供給会社を設立 

- 2008 年 4 月からマツダの本社工場と防府工場（西浦地区）に電力と熱エネルギーを供給- 

 

三菱商事とマツダ株式会社(本社：広島県安芸郡府中町、社長：井巻久一)は、1 月 17 日(火)に

マツダの本社工場、防府工場(西浦地区)を対象に電力と熱エネルギー(蒸気)を供給する事業会

社「MCM エネルギーサービス株式会社」を設立した。 

 

新会社はマツダの本社工場、防府工場(西浦地区)の既設火力発電設備を引き継ぐとともに、新

たな火力発電設備をマツダの本社工場内に建設し、2008 年 4 月から営業運転を開始する。新会

社はマツダの工場に電力と熱エネルギーを供給するほか、一部の電力を電気事業者に販売する

予定。 

 

三菱商事は、「オンサイト発電事業」を戦略分野と位置付け、電力及び熱エネルギー調達のア

ウトソーシングを目的として特定事業会社(オンサイト発電事業会社)を顧客ごとに設立する形で事

業を展開しており、グループ会社「ダイヤモンドパワー株式会社」の電力小売事業との協調も図り

ながら、今後更なる事業拡大を目指していく。 

 

マツダは、これまで本社工場と防府工場で独自の発電設備により電力と熱エネルギーを確保し

てきたが、三菱商事と新会社を設立し、発電能力を増強することで、さらに低コストで安定したエネ

ルギー供給体制を確立する。また熱エネルギー供給源として使用していた重油焚きボイラーを廃

止するなどエネルギー利用の効率化を進め、今後も環境に優しい生産工場の確立を目指してい

く。 

 

【新会社の概要】 

１． 社名： MCM エネルギーサービス株式会社 

２． 住所： 広島市南区仁保沖町 1－1（マツダ本社工場内） 

３． 資本金：     １億円    （出資比率 三菱商事 50%、マツダ 50%） 

４． 代表取締役： 永井 康雄 （代表取締役社長 

／三菱商事 重電機ユニット、ユニットマネージャー)  

           松井 邦彦 （代表取締役副社長／マツダ㈱企画本部副本部長） 

５． 設備能力：   発生蒸気量       530t/h （2008 年 4 月営業運転開始時） 

                発電能力      127,800KW (同上) 

 

以上 


